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(d) 古典的なネットワーク手法である CPMIPERT の局所的解法に対して、非局所的な ENM (Elastic Network 
Method) 手法を提出している。作業の不確定性によりコスト計画が破綻するリスクを、ネットワーク上に分散し、
リスクの最小化を図れることを示している。 CPMlPERTにより構成されるネットワークを、 ENMの弾性モデソレに変
換する方法を示し、事例に即して両者の比較検討を行っている。このことによって、弾性論的ネットワーク手法の有
効性を示している。
以上のように、本論文は、プロジェクト型生産として特徴付けられる建設生産を対象として、プロジェクトにまつ
わるリスクの制御を可能にする弾性論的ネットワ}ク手法を提案したものである。従来提案されてきた工程計画手法
は、作業工期の不確定性による変動を扱うのに理論的整合性に欠けているため、信頼性のある現実的な工程計画を立
てることができないでいる。本論文で提案するような弾性論的ネットワーク手法は、工程の全体を時間弾性体のネッ
トワークとして捉えることによって、従来のシミュレーション手法に比べ、より体系的で解の取得も比較的容易に行
われる。不確定性による変動を除去することが難しい、より一般的なフ。ロジェクト型生産への適用において、極めて
有用であると考える。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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